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小ショウガを用いた根ショウガ栽培の窒素吸収特性と窒素施肥法
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ショウガは、塊茎の大きさなどによって、小ショウガ

（品種：「在来｣、「まだれ｣、「金時」など)、中ショウガ

（同：「房州｣、「中太｣、「らくだ」など)、大ショウガ

（同：「近江｣、「インド｣、「おたふく」など）の３つの

品種群に大別されている（青木、1988)。ショウガ栽培に

は、密植して若い塊茎を葉つきで出荷する葉ショウガ栽

培と、栽培期間を長くとり充実した塊茎を生産する根

ショウガ栽培がある。一般的に、葉ショウガ栽培には、

出芽数が多く、辛味の強い小ショウガが用いられ、根

ショウガ栽培には、青果用や種用などの販売用途に応じ

た品種群が用いられている。

千葉県における根ショウガ栽培は、八街市、富里市な

どの印膳地域を中心に行われており、作付面積は516ｈａ

である（千葉県、2005)。品種群として小ショウガを用い

た栽培が大半を占め、おもに葉ショウガ栽培などの種用

として出荷されている。

本県の小ショウガを用いた根ショウガ栽培の標準的な

窒素施肥量は、基肥12kg/lOa，追肥10kg/lOaの合計

22kg/lOaである（千葉県、1994)。根ショウガ栽培の窒素

施肥に関しては、大ショウガを用いた場合の報告（津野、

1961；小川ら、１９７０；村上ら、1982）はあるが、小ショ

ウガはない。小ショウガの塊茎重は約300～5009で、大

ショウガの800～1,0009に比べて少なく、目標とする収

量も低い。また、植物体の窒素含有率も大ショウガに比

べて低い（青木、1988)。このため、大ショウガを用いた

栽培との比較は適さず、本県で作付けの多い小ショウガ

を用いた栽培について、窒素吸収特性に基づいた窒素施

肥法を明らかにする必要がある。

露地野菜の窒素施肥量は、目標収量を得るために必要

な養分量から、養分の天然供給量を差し引き、それを肥

料養分の利用率で除することで求めることができる（村
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山、1984)。また、播種（植付け）から収種期までの窒素

吸収量の推移を把握することによって、適切な肥料の種

類や施肥体系を判断することができる。

一方、1999年に公共用水域の環境基準項目に硝酸態窒

素及び亜硝酸態窒素が追加され、その汚染源の一つとし

て農耕地に施肥される窒素肥料が指摘されている（熊濯、

1999)。露地野菜は麦や落花生などの普通畑作物より窒

素施肥量が多く、農耕地に残存した余剰な窒素肥料は、

地下水の硝酸態窒素を高める危険性がある。

そこで、本試験では小ショウガを用いた根ショウガ栽

培について、上述の窒素吸収特性を調査し、これらに基

づいた適正な窒素施肥法を明らかにすることを目的とし

た。また、適正な窒素施肥量とショウガ（植物体）の窒

素吸収量から圃場の窒素収支を試算し、地下水の硝酸態

窒素汚染の可能性について若干の検討を行った。

本試験は、緊急技術開発促進事業「主要露地野菜の安

定生産のための窒素施用法の確立」の一環として行った

ものである。本試験を実施するにあたり、当センター甲

田暢男次長には多大な御尽力を頂いた。ここに記して厚

く感謝を申し上げる。

Ⅱ材料及び方法

１．試験の構成及び根ショウガ栽培の耕種概要

本試験は、1999年から2002年に千葉県佐原市（現香

取市）の千葉県農業試験場北総営農指導所畑作営農研

究室（現千葉県農業総合研究センター北総園芸研究所

畑作園芸研究室）の露地圃場（表層腐植質黒ボク土）

で行った。

試験区の構成は第１表のとおりで、1994年３月に策

定された千葉県施肥基準の窒素施肥量22kg/lOa（基肥

12kg/lOa，追肥10kg/lOa）を施用した標準区と窒素無

施用の無窒素区を各年度の共通試験区とした。標準区

の肥料の施用方法は、基肥が全面全層施肥、追肥は通

路部分に１回または２回に分けて施用し、その直後に

中耕・培土した。肥料は、基肥にCDU-S555（N-P205-
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K２０：l5-l5-l5）、追肥にNKC６号（N-P205-K20：17-0-

17）を用いた。４か年の試験において、窒素施肥量

（標準区の45～125％量）、施用方法（基肥の全面全

層施肥と局所施肥、基肥または追肥のみ施用）及び基

肥の肥料の種類（緩効性肥料、被覆肥料）が異なる８

試験区を設置した。被覆肥料には、リニア型のNKロン

グ180日タイプ（N-P205-K20：20-0-13）を用いた。各

試験区のリン酸の施肥量は22kg/lOa，加里は25～27.5

kg/lOaとし、過リン酸石灰、硫酸加里及び塩化加里を

用い、各試験区が同量となるように施用した。試験規

模は、1999年が１区30㎡、2000年と2001年が45㎡、

2002年が67.5㎡の２区制とした。

各年度の耕種概要は第２表のとおりである。種ショ

ウガは、４５～659/個に調製したものを用いた。透明

マルチ栽培とし、基肥は植付けの０～７日前、１回目

の追肥は植付け後62～73日、２回目の追肥は植付け後

85～110日に行い、１回目の追肥前にマルチを除去し

た。なお、堆肥はすべての試験区とも無施用とした。

２．塊茎の収量

各年度とも標準区の収種適期に全試験区を収穫した。

収穫時の塊茎重を収量とし、目標収量に対応した収穫期

の窒素吸収量を求める際に用いた。目標収量は、主要産

地の農業改良普及センター（現農林振興センター）に対

する聞き取り調査によって2,200kg/lOaに設定した。

３．植物体の生体重及び窒素吸収母

ショウガの生育期間中及び収種期に植物体を採取し、

水洗後に地上部（茎葉）と地下部（塊茎、根）に分けて

生体重を測定した。７０℃で48時間乾燥した後、乾物重を

測定し、0.5ｍｍメッシュで粉砕した試料を窒素分析に供

した。試料の窒素含有率は乾式燃焼法（住化分析センタ

ー社製NC-900）を用いて測定した。乾物率と窒素含有率

から部位別の新鮮物当たり窒素含有率を、乾物重及び窒

素含有率から部位別の窒素吸収量を算出した。窒素吸収

量は、地上部と地下部の合計量とした。

４．土壌の採取及び分析

施肥前及び収種期に土壌を試験区ごとにホールオーガ

（大起理化工業社製）を用いて、地表面から90ｃｍまで１５

ｃｍごとに採取した。生土209に純水90mLを加えて30分振

とう後、No.６ろ紙を用いてろ過し、フローインジェク

ション分析装置（日立製作所製K-lOOO形）を用いて、ろ

液に含まれる硝酸態窒素を銅・カドミウム還元一ナフチ

ルエチレンジアミン法で定量した（土壌環境分析法編集

委員会編、1997)。ろ液中の硝酸態窒素濃度と含水率か

ら乾土当たりの硝酸態窒素含量を求めた。

可給態窒素含量は、土壌を風乾後に最大容水量の60％

になるように水を添加した後に30℃で28日間培養し、増

加した無機態窒素量とした。無機態窒素の定量について

は、硝酸態窒素は前出の方法とし、アンモニア態窒素は

インドフェノール青吸光光度法で定量した（土壌環境分

析法編集委員会編、1997)。

第１表試験区の構成

試験区

無窒素

標準
N50％基肥全面緩効・追肥
N75％基肥全面緩効・追肥
N125％基肥全而緩効・追肥

N50％基肥局所緩効・追肥
N50％基肥局所被覆
N73％基肥局所緩効・追肥
N45％追肥
N73％基肥全面緩効・追肥

巴堂(kR/lOa
基肥の施用方法

1999年2000年2001年2002年基肥追肥合計＝"~~=''曙'‘,'ハ』
○ ○○○０００

○○○○１ ２１０２２全而全層施肥

○○６５１１全面全届施肥
○９７．５１６．５全而全層施肥
○１５１２．５２７．５全面全届施肥

○６５ １ １ 局 所 施 肥
○○○１１０１１局所施肥

○６１０１６局所施肥
○ ０１０１０

○６１０１６全面全届施肥

基肥の種類

緩効性肥料
緩効性肥料
緩効性肥料
緩効性肥料
緩効性肥料
被覆肥料

緩効性肥料

緩効性肥料

注ｌ）局所施肥は、ベッド部へ条施肥した。

２）肥料は緩効性肥料としてCDll-S555('5-15-15)、被覆肥料としてNKロング180日タイプ(20-0-13)を用いた。

３）追肥は各試験区ともNKC6号(17-0-17)を用い、１回または2回に分けて施用した。

４）リン酸の施肥ｎは22kg/lOIl、加里は25～27.5kg/lOaとし、過リン雌石灰、硫酸加里及び塩化加里を用い、各区Ii1Iitとなるよう調整した。

５）堆肥は各年度とも無施用とした。

試験年度品種

第２表根ショウガ栽培の耕種概要

前作物
基肥

(月／日）

植付け

(月／日）

追肥

１回目

(月／日）

２回目

(月／日）

収穫

(月／日

19 9 9 年 在 来 サ ト イ モ５／５５/１２７/１９１０/27
2000年まだれエンバク５ /1１５/１１７/１２８／４１０/27
2001年まだれエンバク４ /2４４/2７７／９８/1５１０/22
200 2 年 ま だ れ ギ ニ ア グ ラ ス ４/3０４/3０７/1２８/1３１０/2８

注）各年度とも職柚距離は、畦幅150cm、ベッド幅90cm，条間50cm、株間30cmで、２条植えとした。
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2001年の窒素施肥量、施用方法及び肥料の種類を異に

した試験では、各区とも標準区の2,514kg/lOaと同程度

で、Ｎ50％基肥局所被覆区が2,575kg/lOa(同:102)、Ｎ45％

追肥区が2,564kg/lOa（同：102)、Ｎ73％基肥局所緩効・

追肥区が2,474kg/lOa（同：９８）であった。

同様に、2002年の試験では、標準区が2,668kg/lOa，

N50%基肥局所被覆区が2,603kg/lOa（同:98)、Ｎ73％基肥

全面緩効・追肥区が2,549kg/lOa（同：９６）で、各区とも

同程度であった。

Ⅲ結 果

１．塊茎の収量

根ショウガ栽培における塊茎の収量を第３表に示した。

各年度の共通試験区とした標準区の収量は2,213～

2,790kg/lOaと年度によって異なったが、目標収量の

2,200kg/lOaを上回った。一方、無窒素区は1,816～

2,156kg/lOaで、標準区の68～86％の収量であった。

1999年の窒素施肥量を標準区の50～125％量とした試

験では、標準区の2,213kg/lOaに対して、Ｎ50～125％基肥

全面緩効・追肥区が2,172～2,246kg/lOaと同程度で、標

準区に対する収量指数は98～101であった。

2000年の窒素施肥量を標準区の50％量とし、施用方法

や肥料の種類を異にした試験では、標準区の

2,790kg/lOaに対して、Ｎ50％基肥局所被覆区が

2,999kg/lOa（収量指数:107）とやや多く、Ｎ50％基肥局

所緩効・追肥区が2,668kg/lOa（同：９６）と同程度であっ

た。一方、Ｎ50％基肥全面緩効・追肥区は2,472kg/lOa

（同：８９）とやや少なかった。

２．植物体の生体重及び窒素吸収量の推移

標準区における植物体の生体重と窒素吸収量の推移を

第１図、第２図に示した。生体重は、植付け後60日頃ま

で少なく、植付け後60日から140日頃にかけて急激に増

加した。植付け後140日から収種期にかけては、年度に

よって異なり、1999年と2001年では微増、2000年と2002

年では緩やかに増加する傾向を示した。

一方、窒素吸収量は、生体重とほぼ同様に推移し、生

育初期は少ないが、生育量が増え始める植付け後60日頃

から急激に増加し、収種期前に増加速度が低下した。

第３表根ショウガ栽培における塊茎の収量(kg/lOa）

試験区 1999年

／‘

2000年

1,894（６８）

2,790

2,472（８９）

2001年

2,156（８６）

2,514

2002年

１，８１６（６８）

2,668

無窒素
標準

N50％基肥全面緩効・追肥
N75％基肥全面緩効・追肥
N125％基肥全面緩効・追肥
N50％基肥局所緩効・追肥

1,877（８５）

2,213

2,246(１０１）

2,172（９８）

2,239(101）

2,668（９６）

-1999年

．．△･･2000年

一口-2001年

一一2002年

]％基肥局所被覆
3％基肥局所緩効．ｉ自NIm

｢、

L』

5４（】(｝

％基肥全面緩効。ｉ自卯 4９（９ｆ

注）（）内数値は、標率区に対する収、指数である。
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第１図標準区における植物体の生体重の推移
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第２図標準区における植物体の窒素吸収量の推移
注）矢印は平均的な追肥時期を示す。
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３．目標収量に対応した収穫期の窒素吸収量

目標収量に対応した収種期の窒素吸収量を求めるため

に、植物体の窒素吸収量と収量の関係を第３図に示した。

塊茎の収量は、収種期の窒素吸収量の増加に伴って増え

る傾向であった。目標収量の2,200kg/lOaに対応する収

種期の窒素吸収量は、年度によって異なったが、概ね

10kg/lOa程度と見込まれた。

kg/lOa，2002年が5.4kg/lOaで、４か年の平均は6.2kg／

lOaであった。

５．施肥窒素利用率

根ショウガ栽培における施肥窒素利用率を第４表に示

した。４か年の標準区における施肥窒素利用率は、２２～

39％と年度によって異なり、平均が30％であった。一方、

N50％基肥局所被覆区の施肥窒素利用率は39～66％、３

か年の平均が56％で、各年度とも標準区に比べて17～

34％高かった。１～２か年の試験とした他区は、窒素施

肥量の多いN125％基肥全面緩効・追肥区の23％を除くと、

各区とも標準区を上回った。その施肥窒素利用率は、基

肥を省略したN45％追肥区が59％と標準区に比べて37％

高く、また基肥と追肥体系の各区は28～47％で、標準区

に比べて２～11％高かった。

4,000

13.15１０．１９１３．９３12.7

10.64１０．８

y=78.2x＋1546
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◇2002年
０
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第３図根ショウガ栽培における植物体の窒素吸収量

と収量の関係

注ｌ）プロットは各試験区の反復を示す。

２）直線は４か年のデータの回帰直線である。

６．施肥前及び収穫期の土壌中硝酸態窒素含量及び施肥

前土壌の可給態窒素含量

施肥前及び収種期の土壌中硝酸態窒素含量（2001年）

を第４図に示した。各試験区における施肥前の土壌中硝

酸態窒素含量は、下層ほど多い傾向を示し、深さ０～１５

ｃｍは1.0～1.4mg/lOOg乾土の範囲であった。

深さ30～90cｍ（15cmごと）における収種期の土壌中硝

酸態窒素含量は、無窒素区が0.2～1.8mg/lOOg乾土、追肥

を省略したN50％基肥局所被覆区が０．３～2.0mg/1009乾土

４．無窒素区の窒素吸収量

根ショウガ栽培における植物体の窒素吸収量を第４表

に示した。収種期における無窒素区の窒素吸収量は、

1999年が7.8kg/lOa、2000年が6.1kg/lOa、2001年が5.3

第４表根ショウガ栽培における植物体の窒素吸収量と施肥窒素利用率

39.0

33.3

59.1

標準
N50％基肥全面緩効．追肥
N75％基肥全面緩効．追肥
Ｎ125％基肥全面緩効．追肥
N50％基肥局所緩効．追肥
N50％基肥局所被覆
Ｎ73％基肥局所緩効．追肥
Ｎ45％追肥
Ｎ73％基肥全面緩効．追肥

注)施肥窒素利用率＝(試験区の窒

13.59

10.96

13.87

14.24

第４図根ショウガ栽培における施肥前及び収穫期の土壊中硝酸態窒素含量

注ｌ）2001年度試験のデータである。

２）白抜きが施肥前、黒が収穫期を示す。
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であった。これに対して、標準区は1.1～4.3mg/1009乾

土、Ｎ73％基肥局所緩効・追肥区は0.5～2.5mg/lOOg乾土、

N45％追肥区は4.0～5.6mg/1009乾土で、標準区を含めた

追肥施用の各区で多い傾向を示した。

施肥前土壌の深さ０～15cmにおける可給態窒素含量を

第５表に示した。各年度の可給態窒素含量は2.6～

6.2mg/lOOg風乾土で、県内黒ボク土野菜畑における調査

結果のｌ～８mg/1009風乾土（千葉農試、2001）の範囲内

であった。

第５表根ショウガ栽培における施肥前土壌の

深さ０～15cmの可給態窒素含量

（､g/lOOg風乾土）

深さ(c､）1999年2000年2001年2002年
0－１５ 3. 2 ３ ． ０ ６ ． ２ ２ ． ６

Ⅳ考 察

１．窒素吸収特性に基づいた適正な窒素施肥法

本県における根ショウガ栽培の慣行的な窒素施肥法は、

緩効性肥料を用いた基肥の全面全層施肥、速効性肥料を

用いた追肥の施肥体系である。また、施肥量(施肥基準）

は、基肥12kg/lOa、追肥10kg/lOaで、基肥の比率が高い

状況にあった（千葉県、1994)。

本試験では、適切な肥料の種類や施肥体系を判断する

ために、植付けから収穫期までの窒素吸収量の推移を調

査した。その結果、窒素吸収量は、生体重の推移と同様

にＳ字曲線（シグモイド型）に近い形で推移し、生育初

期に少なく、植付け後60日から140日にかけて急激に増

加し、収種前に増加速度が低下した。ショウガの初期生

育には、種ショウガの良否が強く影響する。青木（1988）

は、種ショウガからの養分供給は、５～６葉期（主茎）

の植付け後60日頃までと推察している。これらのことか

ら、肥料の種類として、基肥に緩効性肥料、追肥に速効

性肥料を用いることが適切であると考えられた。これは

現地における慣行的な使用法と一致した。

一方、窒素施肥量を標準区の45～73％量（基肥の全面

全層施肥）に設定した栽培試験の結果、標準区の収量を

下回った区は、追肥を５kg/lOaに減らしたN50％基肥全

面緩効・追肥区のみであった。また、追肥を10kg/lOaと

した場合、基肥０kg/lOa区（N45％追肥）と６ｋｇ/lOa区

（N73％基肥全面緩効･追肥）の両区とも目標収量が得ら

れ、基肥の減肥が可能であった。さらに、本試験では、

根ショウガ栽培の適正な窒素施肥量を求めることを目的

として、窒素吸収特性を調査した。その結果、目標収量

2,200kg/lOaに対応した収種期の窒素吸収量は10kg/lOa
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程度と見込まれ、４か年平均の無窒素区の窒素吸収量は

６kg/lOa、標準区の施肥窒素利用率は30％であった。村

山（1984）の考え方に基づいて、窒素施肥量を計算する

と、｛10kg/lOa（目標収量に対応した収種期の窒素吸収

量）－６kg/lOa（窒素無施用時の窒素吸収量)｝÷30％

（施肥窒素利用率）＝13kg/lOaとなった。

以上のことから、本県における根ショウガ栽培では、

種ショウガから養分供給の見込める生育初期に対する基

肥より、植付け後60日以降の窒素吸収量の増加に合わせ

た追肥に重点を置くことが望ましく、かつ追肥の減肥は、

収量低下に結びつくため適切ではないと考えられた。こ

のため、追肥の施肥量は標準量の１０kg/lOaが適正と判断

された。この追肥１０kg/lOaの施肥条件下では、基肥０～

６kg/lOaで目標収量が得られ、基肥の省略も可能であっ

た。しかし、基肥０kg/lOa（追肥10kg/lOa）の場合、窒

素吸収特性に基づいた13kg/lOa（総量）に比べて少なく、

基肥と追肥の施肥体系によるある程度の基肥施用が必要

であると考えられた。その基肥施肥量は、窒素吸収特性

に基づいた総量から追肥の適正量を引いた３ｋｇ/lOa(１３

kg/lOa-lOkg/lOa)以上で、栽培試験において減収しな

かった６kg/lOaまでの範囲と判断された。

このように、本県における根ショウガ栽培の適正な

窒素施肥量は、基肥３～６kg/lOa、追肥10kg/lOaの合計

13～16kg/lOaであると考えられた。したがって、本県の

施肥基準（基肥12kg/lOa、追肥10kg/lOa）では、基肥の

施肥量が多く、初期生育に対して過剰な肥料を投入して

いたと推察された。

２．環境保全的な窒素施肥法

現地では、基肥に緩効性肥料を用いることが一般的で

ある。緩効性肥料は、肥効が土壌条件や微生物活性など

によって左右されるため、肥効を正確にコントロールす

ることが難しい。これに対し、肥料成分の溶出速度を物

理的に調節する被覆肥料は、溶出速度の制御に優れてお

り、作物の養分吸収速度に見合った肥効が期待できる

（日高･小川、1996)。そこで、本試験では被覆肥料を基

肥に局所施肥することで、追肥を省略する減肥法を検討

した。2000～2002年の３か年の試験結果から、窒素施肥

量を標準区の50％量とした被覆肥料区(N50％基肥局所被

覆）は、標準区と同程度の収量が得られ、施肥窒素利用

率も標準区に比べて17～34％高まった。

一方、地下水の硝酸態窒素の汚染原因の一つとして、

農耕地に施肥される窒素肥料が指摘されている（熊濯、

1999)。このため、本試験では、施肥前と収穫期の土壌中

硝酸態窒素含量の調査を行った。その結果、収種期にお

ける土壊深部の硝酸態窒素含量は、追肥省略区（N50％基
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肥局所被覆）に比べて追肥施用区（標準、Ｎ73％基肥局所

緩効･追肥、Ｎ45％追肥）に多く、追肥による施肥窒素の

影響が考えられた。

これらのことから、被覆肥料を基肥に局所施肥するこ

とで、追肥を省略し、窒素施肥量の削減及び施肥窒素利

用率を高めることが可能と考えられた。また、施肥窒素

による環境負荷も小さかったことから、根ショウガ栽培

における環境保全的な窒素施肥法として有効であると考

えられた。この施肥法による窒素施肥量は、標準区と同

程度の収量が得られ、目標収量が確保できた11kg/lOaと

考えられた。なお、窒素吸収特性に基づく計算値は

（１０kg/lOa-6kg/lOa）÷39％（2001年、最小値）＝

10.3kg/lOaとなり、ほぼ近い値を示した。

一方､被覆肥料は､溶出期間が30日～360日と幅があり、

また溶出パターンも、施肥直後から直線的に溶出する

「リニア型」と、施肥初期の溶出が抑制される「シグモ

イド型」に分類される（羽生、2001)。本試験の供試肥料

であるNKロングは、溶出期間が180日、溶出パターンが

「リニア型」である。溶出期間は、生育期間とほぼ等し

い180日タイプの利用で良いと考えられるが、溶出パタ

ーンは、窒素吸収量の推移から、「シグモイド型」が適

すると思われた。

３．適正な窒素施肥量に対する硝酸態窒素汚染の可能性

窒素肥料による地下水の硝酸態窒素汚染の可能性につ

いて検討するため、圃場の窒素収支を試算した。投入量

を前述した窒素施肥量11～16kg/lOa，持ち出し量を目標

収量に対応した収穫期の窒素吸収量10kg/lOaとした場合、

圃場の窒素収支は＋１～６kg/lOaである。千葉県におけ

る土壌浸透水量は年間750ｍｍと見込まれており（八槙ら、

2003)、圃場の窒素収支がすべて硝酸態窒素として流亡

すると想定すると、土壊浸透水の硝酸態窒素濃度は1.3

～8.0mg/Lとなる。したがって、本試験で示した根ショ

ウガ栽培の窒素吸収特性に基づいた窒素施肥法を行えば、

硝酸態窒素の環境基準値10mg/L以下となり、地下水の硝

酸態窒素汚染の危険性は少ないと考えられた。

Ｖ摘 要

小ショウガを用いた根ショウガ栽培において、窒素吸

収量の推移、目標収量に対応した収種期の窒素吸収量、

窒素無施用時の窒素吸収量、施肥窒素利用率といった窒

素吸収特性を調査し、これらに基づいた適正な窒素施肥
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法を検討した。

１．窒素吸収量の推移から、根ショウガ栽培では基肥に

緩効性肥料、追肥に速効性肥料を用い、追肥重点の施

肥体系が適すると考えられた。

２．窒素吸収特性及び収量からみた適正な窒素施肥量は、

基肥（全面全層施肥）と追肥の施肥体系とした場合、

１３～16kg/lOa（基肥３～６kg/lOa、追肥10kg/lOa）と

考えられた。

３．基肥に被覆肥料を用いた局所施肥は、追肥を省略で

き、窒素施肥量を11kg/lOaとしても目標収量が得られ、

また環境負荷も小さいことから、環境保全的な窒素施

肥法として有効であると考えられた。
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ANitrogenRrtilizerApplicationMethodBasedontheNitrogenAbsorption

CharacteristicofCulturedSmallRaceGinger

YUkinariTAKANo,HiroshiFuKuDA☆,KenjiSuzuKIandKenjiSAITo

Keywords：ginger〉nitrogenabsorptioncharacteristic,nitrogen,amountoffbrtilizerl

recoveryrateoffertilizernitrogen

Sｕｍｍｃｌｒｙ

Inthisstudyうthenitrogenabsorptioncharacteristicofculturedsmallracegmgerplantswas

investigated，ａｎｄthemostappropriateapproachofnitrogenfbrtilizerapplicationwasdetermined

basedontheresults・

Judgingfromthenitrogenabsorptiｏｎｐａｔｔｅｒｎｏｆｔｈｅｒａｃｅｇｍｇｅ葛itwasconcludedthatusinga

slow-actingfbrtilizerasthebasalfbrtilizerandaquick-actingfbrtilizerastheadditionalfもrtilizerwas

asuitableapproach・Furthel；basedonthenitrogenabsorptioncharacteristicoftheplant，itwas

concludedthatamountofthenitrogenfertilizernecessarytoobtainthetargetyieldlevelsrangedfiFom

l3tol6kg/10a､Weconcludedthatinthisstudyｳtheamountofthebasalfertilizerrangedfrom3to6

kg/10aandthatoftheadditionalfbrtiliｚｅｒｗａｓｌＯｋｇ/10ａＯｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，whentherow

fbrtilizationmethodwasemployed,whereinthebasalfertilizerwasuseｄａｓｔｈｅｃｏａｔｉｎｇfertilizerand

theadditionalfertilizerwasnotused,theamountofnitrogenfertilizerapplieddecreasedtollkg/10a；

thiswaslowerthanthenecessaryamount（13～１６ｋｇ/10a)．However,thetargetyieldlevelsofthe

gmgercropwereobtained・Moreovemtherewereloweramountsofthenitrate-nitrogeninthedeeper

soillayersfbllowingtheharveｓｔａｓｃｏｍｐａｒｅｄｔｏｔｈａｔｗｈｅｎｔｈｅａｄｄｉｔionalfbrtilizerwasapplied・

Therefbre，itwasconcludedthatthismethodwaseffectivefbrnitrogenfbrtilizerapplicationwith

regardtoenvironmentalconservation．
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